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区分 指 導 題名 
マイクロ波抽出と簡易測定キットによる土壌蓄積養分の

簡易評価手法 

［要約］マイクロ波抽出で得られた抽出液のCOD値を簡易測定キットで測定することにより、

土壌の可給態窒素量を簡易に評価することができる。また、同抽出液を用いて、土壌の可

給態リン酸および交換性カリ含量が減肥基準に達しているかを判定することができる。 

キーワード 可給態窒素 リン酸減肥 カリ減肥 生産環境研究部 土壌肥料研究室 

1 背景とねらい 

 本県では、平成 21 年に策定した施肥管理指針により、補給型施肥などの土壌の養分

蓄積レベルに応じた減肥技術の普及に取り組んでいる。こうした減肥技術をさらに普

及拡大させることは、環境負荷の低減や生産コスト削減に向け必要不可欠である。こ

のため、現地指導機関等において土壌の養分蓄積レベルを簡易に診断し、減肥技術の

導入可否を判定するための手法を確立する。 

2 成果の内容 

 (1)マイクロ波抽出で得られた抽出液の COD 値を簡易測定キット（パックテストⓇCOD）

で測定することにより、水田および畑土壌の可給態窒素量を簡易に評価することがで

きる（図 1、2）。 

 (2)同抽出液中のリン酸含量を簡易測定キット（パックテストⓇりん酸（低濃度））で測

定することにより、土壌の可給態リン酸含量を評価することができる（図 3）。ただ

し、水田土壌では過大評価される場合がある。（図 4、5）。 

 (3)同抽出液中のカリウムイオン濃度を小型カリウムイオンメーターで測定すること

により、土壌の交換性カリ含量を評価することができる（図 6）。 

 (4)本手法による土壌蓄積養分の簡易評価手順は図 7 に示すとおりである。 

3 成果活用上の留意事項 

 (1)本手法で用いる簡易測定キットは、㈱共立理化学研究所製パックテストⓇCOD、同

パックテストⓇりん酸（低濃度）および HORIBA 製 LAQUAtwinB-731 である。 

 (2)パックテストⓇの反応速度は、抽出液の温度により変化することから、実施にあた

っては抽出液および実験室内の温度に留意する必要がある。 

 (3)本手法による簡易評価手順については、今後、マニュアルを作成する予定である。 

4 成果の活用方法等 

 (1)適用地帯又は対象者等 県下全域、ＪＡ営農指導員、農業普及員等 

 (2)期待する活用効果 施肥コスト削減技術として活用される。 

5 当該事項に係る試験研究課題 

 (H27-08)雨よけトマトにおける新たな施肥基準の策定[H27～R1/独法委託] 

 外部資金課題名：生産コストの削減に向けた効率的かつ効果的な施肥技術の開発 

6 研究担当者  高橋 良学、島 輝夫 
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8 試験成績の概要（具体的なデータ） 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【可給態窒素量】 
 抽出液の COD値をパックテストⓇCODにより測定す
る。COD 値が 20mg/L を超える場合は、３～５倍に希
釈して再測定する。 

【リン酸含量の判定】 
 抽出液のリン酸濃度をパックテストⓇりん酸（低濃
度）により測定する。 

【カリ含量の判定】 
 抽出液のカリウムイオン濃度を小型イオンメーター
により測定する。 

風乾土 3.0g を三角フラスコ等に秤量 

土壌の入った三角フラスコ 3 本を 

電子レンジで加熱（600W、3 分間） 

1%塩化ナトリウム水溶液 50ml を加え 

20 分間振とう 

10 分程度静置し、No.5C のろ紙で 

上澄み液をろ過し抽出液を得る 

図 7 土壌蓄積養分の簡易評価手順 

＜抽出＞ ＜測定＞ 

図 3 抽出液のリン酸濃度と土壌中リン酸含量 
※リン酸濃度は参考文献（5）の手法を参考に測定 

図 2 抽出液の COD 値と可給態窒素量（畑） 

COD 値が 13mg/L 以

上で可給態窒素量が

概ね 8mg/100g 以上

あると判断できる 

COD 値が 15mg/L 以

上で可給態窒素量が

概ね 5mg/100g 以上

あると判断できる 

図 4 抽出液のリン酸濃度土壌中リン酸含量 
（水田） 

※図中の直線は畑の土壌中リン

酸含量の回帰直線 

図 1 抽出液の COD 値と可給態窒素量（水田） 

カリウムイオン濃度

が 40mg/L 以上で交

換性カリ含量量が概

ね 70mg/100g 以上

あると判断できる 

図 6 抽出液のカリウムイオン濃度と 
土壌中交換性カリ含量 

図 5 抽出液のリン酸濃度と土壌中リン酸含量 
（畑） 

リン酸濃度が 2mg/L 以上

で可給態リン酸含量が概

ね 100mg/100g 以上あると

判断できる 


